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「安裏川中。 下流域の地形発達史」

東郷正美

Iまえがき

筆者が卒業論文の作成（r[あたつて選んだ地域は、琵雹湖北西岸。安曇川中。 下流城である。

安妥川け、その源を丹波高地陀せち、比良山脈の西側を一直線状匠北流 し、高島郡朽木市

場の北方侭おいて方向 を、北東から東、さら侭東南匹転じて、舟木崎化て琵琵狛紀注いでい

る。

安袈川が通過する地帯は、↓在 とんどすぺて秩父系古生序からなる，-，この古生序け、同屈形

成以後の地殻変動を、幾回となく 受け、1廷数の断陀妬よつて切られているといわれている。

安涵川の谷せ 、花折断陪の断府谷として知られている()

また、六甲変動と呼ばれる第四紀面南日本地没変動期しつ、比良：鈴鹿の南北性の招造運弛

並びiて、これ匠前後しての古琵琶湖の形成、これら妬基づく地形。地質の変化も、最近、次

第代明らか尻な りつつあ る()

このような、この地域の性格からみて、この地城の現在ある地形の形成'1、地質構造発逹

と密接なつながりがあろうことが予想され、地形発逹史を考えるうえで、非常陀腿味ある地

域と考えられる。

しかし存 がら、こ の地放及びこの地城周刃陀存する断陪自材、 をしくは断陀地形化ついて

論 じた研究報告け、いくつかみられるか、この方面の研究は、もちろん、この地域竹．i潟する

詢査すら、9芍とA.どだされてはいをいようで、戦冽、井上がこの高島郡中部地域の地竹及び

地，竹岱造について、調査研究を行つているのか唯一の令のである。最近、高谷が、近江盆地

の地形、地質妬関 して、広範な四査費料をもつて、古琵琶湖層群を中心tて、注目すべき報告

をおこなつているが、同盆地北部、北西部侭ついての記述け、i1とんどみられないぃ

第者は、 19 6 6年 7月、 8月及び 10月花、3回の現地調査を、安袋川中。下流城（古

川～井ノロ間）を中心におこない、この地岐の地形発達妬ついて考察を試みた。しかしなが

ら、未だ不充分な点ばかりで、その成果をさとめる という ところまでいつてけいないのであ

るが、と 5おえず、箪者が、．得た夜料を望理し、問題提起という形で報告する次第である()

U安伶川流城の地形。地質の概略
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1)安堡川流段の地形 。地窃
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安曇川は、丹枝高地妬その源を もち、丹波上一比良両山地間を、 一直憩代北流し、朽木

市場の盆地付近で、 やや向き を北東陀かえ、朽太渓谷～下荒川問の峡谷部尻入るCJ この映谷

部で、 さら妬方向を 、 北——西ー北一 宝ー 南束ー北東ー 南東 と 、非常に不自然で複雑な方向転
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換を行ない、峡谷部を出て、 密庭野 っ泰山寺野両台地の問を、ほ庶一僅線代、南東紅進み、 r

舟木崎冗て琵琶湖に注いでいる (l

一直線I([_北流する安曇川の西側、丹波高地は、阪下部落西方、標高97 1.Smの蜂を最高峰

｛疋、中村部落西方の峰 (970.0m)、三国岳 (959.0m)、百里ケ岳 (93 1.3 m)、天狗岳 (921m)

等、900m台の高蜂をはじめ とし、 600~800mを中心とする山地からな つている。主た、こ

れら900mを越える峰は．一般尻、丹波高地東半妬集中し、同高地只、東に高 く西匠低い と

いう傾向がある。

丹妓高地一帯は、秩父系古生陪からなり、複雑な地質栴造を有して 1^ る といわれている。

地形図上（ても 、それらを暗示すろいく つかの例があ り、 特陀河系模様等は、それらを極めて

正誼代反映させているもの と想像される Q しかした がら、この辺ー帝の充分なる地形。地質 ｀

の翫査が、未だだされておヽらず、詳紐た点匠ついてけ、けとんど明らかでたい。

安羞川の東飼妃あつて、南々西から北々京してのびる比良山脈は、鴨川の上流、黒谷の南方

で、そのまま北々束灰のびる山翠知ど、 東北東へのびる山稜とに分咬する。前考杓 、安暴川を

怒えて、西埠山、笞恕山 (547.Qm)、汽谷山 (735.6m)へとつらなる。 しかし、 後者は、さ

もなく 高巳ー打下の一瑶でもつて終つている。

切峯面図をみてもわかるよう代、比良山脈tて只、摂高 500~60Dm並び((（.、900m付近に

顕著な平担部が、かなり広 く存在 し、 武奈ガ岳 (1214.4m)を最高絡陀、窓菜山 (11743m)

打元山 ( 11 03m) ら 1100m を起える i：そ々紅 、 その中妬残丘状 IIC そびえ ている 。 50 0·~600rn

900mの各々高低両平担而ば、武奈ガ 岳北方の、四北西 東南東の一魯で境さ ．り、、この線匠

沿つて両但ljから谷が発遠 しており 、中野 っ吉川ね 、これを断屈代よる変位とみている。なお

比良山脈の京側は、比良断屈也の急杓をも つて、 翌琶湖へ}芦戸ち込んでいる。

安クも川花北川が合流する朽不市褐付近匂、丹波高地と比良山脈とrc囲玉れた盆地状の地形

を示し、6段の河岸段丘が発逹 している。 6段の段丘の うち、下位Vて位筐する 2つの段丘は

安羹川の両岸柘ほ｛完ー扱妬みられるか、上位尻位置す る4つの段丘は、右岸つ注り比良山脈

詞C..)斜面妃つみ発逹 し、 左岸っ丹波応地獨桝面匠は、全 くみられな！＾゜

控庭野、泰山寺野の両台地は、古琵翌湖／召群からをり 、かつては一連の台地であつた もの

が、安役川花よつて二分されたを （つと埒えられる C‘容庭野、泰山寺野陀．おける最高点の高度

は、それぞれ 26S5m.245mで、その位陪は、各台地の束俎妬近い部分代 e99、両台地と｛

山地VC向つて高度を減ずる傾向がある。

饗庭野、泰山寺野両台地とふ北側斜面の河岸段丘の発達が顕若で、 単侭宍庭野、泰山寺
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野といえば、 一般に、広面桔の平担部をもつ、 一番上位て）段丘面を指すこと が多t巧

安晏川のつ くりだ した沖栢平野は、琵琶湖に向つて、 大きく 突出して茶り、琵琶湖西岸地

苦iては、類をみない ものであ る。

2)花折断暦冗つい て

琵琶湖周辺代数多 く発達する白北性切造腔のひ とつで、 比良山脈と丹波高地との境をなし

てい るo石田川の谷から保坂、途中谷、小伏を経て、朽木市坦に至り 、朽木市忠から安槃川

の谷匠沿い一直線陀南下、花折峠、途中越を経て、京都側。高野川の谷9r（：入り、八瀬付近で

2-30枝に分れ、

達 している。

そのひ とつは、北白川の西を通り 、束山丘咳を横切つて、稲荷、桃山匠

中村は、この段陪を、比良山暁側（東側）が、 300~400m高くな つた正断岡としているが

中野、吉川のい う．tう(,T.、南では東側が高 く、西側が低くだ り、北ては逆胚束側が低 く、 西

側が高 くなつた疾番断忍 と若えられている、）

たお、花折断尼は、東山 。桃山丘陵で大阪店群の上部の地思を切つているこ とが穀告され

ている 9) よつて、 こつ断．唸け、大阪陪群推粒以後ifCも活動したを （つと推察される。

5)古琵琶湖陪群（（Cつ いて

（古琵也湖層群ー設((Cついて ）

古琵琶湖居群（吋、湖成の砂傑 c 枯土から なる地培で、主に近江盆地内でけ、 粽高200-30

Omの丘陵地を位成 しているc

窯 1表 古琵琶湖尼群しつ図序□ニロニニf,7正：toft,_ho五keI距C1es

町 苔口9 20m | 
3)no tuff 

六
ッ 1 9→ 
-• □,4Dm  I &>...nd 

占i区5
晏Iぢ
I呼

岳！出
I |――→ 
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i B 5. 40m 
I B 4 30m 
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筵！ . IェchこlU10tuff I 
! 9-------xubU110 tば f _ i B 2 20m 
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゜色 I
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（※高谷氏作成）
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最近、病谷は、堅田 、 甲賀、伊賀各付近尻 ち らばる各相当尼を、 10枚の tuff

をkey bedとして対比 し、 古琵琵湖屈群を 11の磨（下位より BI~BII閉）妬細分した（

第 1表参照）。 そして、母屈以下の地屈を、第三紀辟新統、 B9尼以上の地屈を、第四紀洪

枡屈 とした。また、 B9屈の時期妬、古琵雹湖侭海水の形翌がは じめて現われた こと も指摘し、

古琵琶湖／屈群堆積当時及びそれ以後、今日匠至るまでの琵琶湖（つ環境を、三つ,::)stage,Old 

匡kestage_ ・o和n耳．kostage、 Yo1ぶ屯 Olos函臼kestage ，て分け て考えている。

なお、古琵琶湖尼群は、最近、第四紀総合研究近復グループの手で、大阪厨群等との対比

が試みられ、それら相互間の関連が、大体明らか妬なつてきた。

（安晨川流城匹みられる古琵琶湖磨群冗．ついて ）

容庭野、泰山寺野を籾成 している古琵也湖尼群は、位爵、籾成物質つ特色等から考えて、

高谷の Kata ta fonrn. ti,::,n の上部irCあたるを の．ではないか と推察される。

控庭野、泰山寺野の古琵雹湖門群の同序、特徴等に ついては、不明な点を多いか、観察 し

た範囲で整理してみると次のよう lてだる，-‘

R 標高 16 0 -1 7 0 m付近より上部主では、砂謀屈で、后中尻砂、ジルト、粘土が帯

状、 レンズ状あるいはボー Jレ状にはさま れている。 ーむ即芍唸翌で、中心汽成祝望）1嵯径

は20-5:Jmで、最大応径は 30Cmである 。長尾南西（つ露領 （高度 190m 位 ）で

は、埋木を含んでいる。なお、四成物は 、一般尻吏方（ 琵廼湖方向）妬向つて、全体

的小さく乃るi頃向がある。

（均標窃 160 - 170m付近より下部は、上位の砂喋閃より 、芍成物質が全体的に小さく、

古だ困結度杢高い，一般に砂稜磨、小細礫隅、砂府、ジル ト咬、粘土阿が互界をなし

ている部分が多い。粘土特（づ青灰色、黒灰色の色脚を呈し、主代上部付近にみられ、

陪厚30 - 400mの{の力茂ら＜、 1。〇3m以上の{のはみられ存 ぃ0 主た ヽ黒灰色枯土

陪は、多羞の炭化木片を含んでいる。

他地域の古琵星湖序群は、堆梢稜の地殻変勁妬よつて変位 しているこ }力；報告されている

が、この衆足庭野，泰山寺骨府、なられる古琵琶湖丙群 ｛やはりその後(,'.)地骰変動花よつて、か

なり変佐しているようである＇） と（、てかく 、その全現はわからぬが、奔庭野でけ、同「引は北北

西に約 10升項斜し、西北西ー東南東方向の小断胴vc.tつて切られてい る音悩H ある。また 、

⑦つ！臼 •7) 上祁 在特徴づけ る枯上屈、こ つ粘土招つみ られる位置が 、 山 澗陀ゆ（仔ど；氏 くな る

相岩谷沿い花みられる古琵琶湖陪幻 、その堆積状況からみて、◎） しつ陪0つづきとお'{われ

る。 しかし、◎ 、D/包つ上部を特徴づける粘土屈妬相当するだろう とおをわれる{lDは、高度
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230m付近I[(_みられ、iし、これ らが一述つをの であるなら、相岩谷 '9_)古琵琶湖屈群と券庭

野。泰山寺野の古琵型湖思群 との問侭幻 60~ somのくいちがいかあること陀なる (J

且段丘の区分 。対比 ，、分類

笹者は、現地塙査ire先だを、地形図及び空中写衰を用いて段丘面の区分を し、分布図を作

成 I.、現他でそ れらを碇唸、一郭修正を加え、これを表焙て、各面の続ぎ具合及び各段丘の性

質、栴造を中心妬段丘而の対比を行つだ。

さらに次〇理由冗より 、安蕊川中 。下流域tて発達する 6段の段丘を、上位胚 位熙する 4つ

の段丘（ 高位段丘群 ）t.下位陀位呵する 2つつ段丘（低位段丘群） とつ二つ'3グ）レープ(([.分

類 しだ。

すだのを、 1)上位より 4段目の段丘r..5段目 0段丘との段丘問比高が、他；うそれ陀比ペ

どれより｛大きく 、常VC20rn以上であることから時間的空問的不連続性が感 じられるという

こと 、及び、 2)それより下付げて発達する 2段の段斤には、支流の作用が非常紅強く反映 し

ており 、上位4つr_)段五・に対し、そ つ形成機1:［上匠著しい差異が察 しられるからであ る()

だゎ、高位段丘群 (H)を存成する Aつの段丘を、上位つ もかか らNL、H2、53、H4 低

位段丘臨 (L)'')2つ（つ段丘を、同様妬LJ、 L2 と仮称すると と忙した ，、

W安 gi廿中 。下 流域の段丘

1)高位段丘群 (Ii)

高位段斤iつ分布囮 、第2図つよう陀古川付近より下流域vc,")みあり、それより上流部妬は

全 くみることがでぎない。

古111～朽木淫谷間において切、右岩陀，つみ発逹 してい る。朽木淫谷～下荒川間花おいては

断片的小規模代存 1,、これより下流部iておいては、右岸妬大規模代段丘而が保存されている

なお、翌庭野南斜面（ておいて、段丘雨を区分すること け容易でなく、蛇谷～井ノロ付近匠、

右岸0高位段丘各面に対比される芍を、わずか匠残している のみであるぃ

1) Hlについて

恥は朽木翌谷を境 として、その上流部と下流部とでは、形成Iつ過程が異なる。すな わち

朽木渓谷より上流部匠おける 出 は、堆祐段丘 として存在 し、下流部妬おける E1は、侵飴段

丘として存在する。

朽木渓谷より 上流部における均一一恥 面が、現任保存されている つは、上柏部蕗南東～
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入部谷蘭、及び、火ノ谷～白士谷閑付近でちつて、開折され、安垢川流活に直角｛て、細長く

存在する。

E]は、古生陪の上にのる段丘堆秘物としての枯士円、砂応尼からなつて＇ハる。

古生界の岩盤は、頁岩、粘板岩で、その上面妬はかなり0凹凸があり 、枯土！万は: こう岩

盤〇凹部に限つてみられる。

粘土円の陪厚は、少なく と{15m以上あり 、灰～灰青色で、 径2-5 Cw位!!)円閉約が混り 込

み、部分的妬は帯状匠祖が集中 している こと だある。粘土屑上部lfCは、炭化木片を含む厚さ

10 - 20cm程度つ簿閃が 1-2枚みられる。上柏南方つ苫頭で＇ー］、

砂質応なり 、色諏を黄福色をおびて宕てい る(.)

こつ枯土向け、全体に

芍土］岳つ上(ICOつて くる砂閃野は少く とぐ．門厚60-70mあり、 黄褐色砂質『1中妬円応をヱ

した岩相を一般｛て示す。咄は、径10-・15cm位O{のが多く 、岐大唸径は 20-25cmであ 7x

上浣か ら下流に向つての岩相つ変化はもそりみられないが、 砂喋．界自体（f(_おける上閉部と下

熙綿と、つf}ijには、岩祖(3変化が認められる。すtわち 上閉部妬ゆく匠従つて、戸径つ変化

はあ-.tりみられたいが、碍’つ混じる門合が次第に培大 して＼^るし1

岩盤．o凸部にあたると ころでけ、一般陀粘土定吋みられず、

つて堆租している。

こ、つ砂這限が直接岩盤をお、お

粘土陀 と砂悶猜ぎと（つ培目は、未砲認をから、堵だつ穴凹凸もないようだし、

妬、時間的隔 りがあるよう｛ては思えない。

それ茂ど堆f.？

なお 朽木渓谷より上流部（ておける この印段丘堆栢物は、他つ高位段丘 H2、H3、E4、

及び、低位段丘 LJ0苗盤として存在する。

朽木渓谷 〖 り下流部応なける HI一一 朽木渓谷よ り下流部（ておい て 、 五Iが典型的妬みられる

が 1泰山寺野付近であ る， こo．泰山寺野に広面f，げt{つて保存されている 印 而は、長尾南方

をでぽぽ辿統的につづ く が、下荒川 ～ 長尾 11且l,•つ峡谷部より朽木渓谷（たか け て は 、 既 と ん ど み

られたい。

こ、つ下流部匠全ける五Iは、古琵琶湖肝群を甚盤 とし、

としての砂烈限から なる。

その上化不整合(IC0 る段丘堆積物

この砂因I勺は海く 、春山寺野でみる と、門厚5~ 5m程：文で、 径10cm以下，-つ円呪とを中心に

径 10~25cm 3門閃及び、．砂が雑然と混り；うつたさつで・ちる。砕砧陪の上部30~ Itocmは、

黒色の表土と化している。

以上0ごとく 、五1侭つ I^ て言えば、 朽木渓谷を境 として、 そ(2上流部と下流部とでは、そ
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の形成過程を全 く異lてしている こと がわかる。す をわち、上流部つ犀い粘土門つ存在か ら推

して、こ0朽木市場を中心に、湖たいし半湖水的な静水状態がかつて存在しだ を：ンと思われ

る。また、下流部にお ＇^ て、E]が、侵蝕段丘としてみられる という ことから、当時の安袋川

は、 朽木渓谷付近で、 断絶状態 もしくは、それ佗近い状想におり 、上流部と下流部とでは、そ＇ の河川0性格を異9℃していたこと が推察され る。

ii)他しつ高位段丘h-2、H3、H4について

H2、H3、H4はいずれも侵蝕段丘で、 朽木汗谷より上流部では、El段丘堆f't物である粘

土凡砂悶を、下流部で応古琵琶湖門群を苗盤とし、それt'f.不整合囮つる各段五：堆秩物と

しての砂硲訂1からをつている。

H2尻ついていえば、そ・の分布は、高位段丘、つ分布最上流点付近 （古川付近）より 、上荒川

～下荒川問では、断絶するが、lをぽ連続的冗泰山寺野北束姻走でつづ く、。 段丘砂研憑は、厚

さ数 m以下で、朽木淫谷より 上流でけ、Hi段丘堆杭物の砂閲尼と岩相的；ては近似 しているが

＋ 
応の混入の割合が大 と なり、 葛賃径 1 5cm.. — cm 以下で、 これ以上のものは少力く、こ れ以下

のも’・つの混入が均加 し、 全体的代は匹例で名）る 3 下旅部で幻、E]段丘堆積物に比ぺ、相対的

KH2段丘堆校物しつ方が細かいe砂、小細礫の混入の割合が切大 し、 その中｛て径 10- 15crnD 

円；；：｛合が記されている。

E1面とH2との比高は、上柏～朽木渓谷問でけ、下流方向に大となる傾向があり 、下荒川

より下流部応ないては、 下流方向妬小となる傾向かあり 、南古ft～中野閲で数m程度になる

しかし、これよりさら匠下流代向つては、再び比高を均し、泰山寺北束端では、 10余mの

値を有する。

E3の分布はやや特徴的である。すなわち、 河岸のI葬lにくい込んで分布 している祁分かいく

つかみ られる。例えば、白土谷出口付近、長尾～中闊fiil（右岸）等である（、これらは安羹川

本流というよ りはむ しる、本流｛て注ぎ込む支涜(3作用を直接的陀反映している 4.0とみて問

違いもるマtいoi笞頭詞査が充分でないため、そ0紐成物については充分検討するとと ができ

ぬが 、 そ •3段丘堆校吻の厚さ は 、 数 13 を越え な い ようで あ る 。

b:2とE3面としつ比高は、朽木渓谷までは、上流から下流代向つて小さ くなる頷向かあ り、

下荒川より下流部ではほ咆一様妬 10m程度で；とる。

E4は、柏付近から政下浣泰山寺野北京窄さ で、幅侠なから（田を辿続的につづく。五4段丘

堆釈物は、上流か ら下流侭向つて、磁費→砂質→ツ）レ トない し粘土質と変化し、 陀厚屯下流

万向囮句 う代従つて厚 くな る頷向が認め られる。
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まず、高岩橋付近で観察す ると、 H1段丘堆籾物の粘土陪を基盤とし、 径10-15cm (中に

は径20cm以上の円踪条ある）の円応及びそれ以下の小細珠からなる牒円 （陪厚2m)と、そ

の上匹くつる黄褐色砂尼（尻厚 OBm上部30cmは黒色化 している ）とが、H4段丘洪秩物として

ある。下荒川右岸においては、砂の混入若しく 、径 10cm以上：T)円ばが点在する。阿厚は 1.5

m以上である。中野～向古賀闊iておいては、H4段丘堆籾閉の屈厚は 3m以上となり、径 10

cm程度0円硲さは点在するが、全体内(r(.、粘土質砂質つ介入が顕著であり、小細奇約が部分的に ‘ 

柔中 して帯陪をな している。井ノロ付近では、門厚2m以上（ 基盤の古琵琶朗閂群が、 10m

程下位の露頭で確諮される '.)で、H4段丘堆令't物しつ門厚は 10mを越えるをつではない） で、粘

土質砂列尼はぼぼ完全なる粘土門と化 している。f翠は上庁部及び粘土戸と粘土t手つ間花集中

的藍みられるか、径5cmを越え るをのは戎ずない．1

E3と五4との比高は、朽木渓谷付近までは、下流侭向つて大きくなる傾向があり、これ よ

り下流部では殴（定一様（，て10m士である。

Iii)高位段丘群（五）の形成過程

El Vとこるで述ぺたj厚'v~堆校戸は如何たる原因で生じだもつであろうか。それを考察する

妬は、未だ資料が充分でない。ただ言える こと は、安羹川が、当時、朽木淫谷付近を境と し

て、 全く別の河系侭煤していたとは考えられない ということでちる。

このこ とは、次の 3点から推緊される。すなわち、 1)朽木渓谷付近つ谷〇巾、深さ、方向

からみて、以前から存在した隅然的な凹部とは考えられないこと。 2)l-i i段仔．堆秩吻の桔土

戸、砂磁閉が、この谷に沿つて北方冗、つびて分布する。 3)古琵琶湖門群つ分布か、 この谷匠

向つて下荒川西方さで＼）びて経ており 、これは以前 3谷（，'e沿つての堆賛と考えられる。

この よう匠考えてみる と、 安笠川け、 この堆積作用が起る以苅|て恥＾てを、現在同茂、比

良山脈の西飼を北衷し、こ〇朽太淀谷付近を通週して琵琶潮（古琵琶湖）に注いでいたとみ

るつが妥当であろう，ー1

ところが、中流部すだわち税在の朽木市名付近で、堆祖作用が卓越する：て至つた L，すなわ

ち、地止め祝象が発現したを ，つ と，丘え られる。

第3図は、古川付近から朽木渓谷付近陀かけて、．坦安伐川流路沿い花、[il段丘地釈物と古

生眉桔盤との境界高底を、玩安曼／il縦断而曲‘'窟上ire投彩 したもつてちる。

この図を・J.._てもわかる よう死、朽木訳谷付近で、古生）汀碁盤 （旧河床面と考えてを大きな

間違いではあるまい）が・異常(・1'.:高くな つてい知 宮前付近と朽木渓谷付近3一番高い部分と

の高度差は 30m以上ちる。すなわち、朽木渓谷付近 （下流阿）の方が30m.以上も窮くなつて
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いるのである。
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第 3図 安晏川河川縦断面曲芯と古生門芸愁高迂

これらくつ事実を考え合わせると、 この四止め現象を起させた原限 として、朽木渓谷付近の

隆起というも ’のが推祖ljされる。そ して、 この隆起は準に朽木渓谷付近だけ でなく、上荒川、

下荒li！と孔在、峡谷郎となつている地帯陀起つたせの と者えられる c

このため忙墜起部 より下流では、流翌が次第侭波退し、安停川下流郊の下刻能力は衰微す

る結果とをつた。 しかし一方、炭も翌部の下流飼及び下流間で[,・桑起祁尻掟する吋近では、河床

勾配が均大→る こと（て よつて、局部的な侵蝕0復活が起つた唸 2 と考えられる J

こ〇隆起つ速変が極恨に達 し、 その後減少し3過程陀移つてゆくと 、堆尼によ り上流部の河

床が、漸次上辱していつだ心きた、いるために、

流へ と流出する よう（Iてなる。このあふれる 水け、

ギーを供給する。ょ って、淡超琶が減少する屁従つてちふれて流出す る水は、切加し、均加

するこ と侭よつて、 この部分つ切胃け、

匠おいては、流愚が均大す るこ と陀よつて、 下刻作用が再び災勢となり 、

段丘化して ゆくこととなつた）

＇ ー/)ヽ

その1且上涜の滞水は、段々うふれた^ し、下

この堀止めている部分を切断させ るエネル

一閃促進され ることとなつた。玄たこれより下流部

祝われ、堺止め部つ河床が、• さら妬低下寸る こと尻 よ つて

冗向つて祈 しい谷を性急匠刻、んでいつたも （つ と考えられる。

このよう代して、 印が完全侭段丘化していつた見のと推察される。

それまで0河床は

これ 、と り上流部匠お，，，，ては、 滞水が排水されること 陀より 、水面は低下し、底面が

下亥ii作用が再び活発化 し、上流

とこ ろが、こつ下刻作用が、未だ上流VC向つて波及 しつつある時期(rc、下流部より侵蝕の
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復活が起つた。 これは琵琶湖の湖面低下が原因である よう妬思われる 。すなわち、安羞川流

域の E2は、特庭野東側の平担面につづいている。この面は安投川の旧河床 とみるよりは、琵

琶湖の湖岸段丘雨としてみた方が妥当であるよう侭思われるからである()

．この湖面低下最は、H2とE3との段丘面の比茂から察して10m程度のも 、3ではなかつたか

と思われる。

この湖面低下代よる安盈川の侵蝕の復活勺、；与 ちまち上流代「句つて波及 し、 1~ 2の支流

の形成をも促す こととたつぇ。また、朽木淫谷より上流部で汀 、先の堰止め部切断陀よる回

春と、今回の湖面低下侭よる回春 とが合成され、下刻能力が一門強化された屯のと思われ、

それがEI--図 -- H3の段丘面‘0比病に反映されているさつ と考えられる。

かくして E4が段丘化し、さらtて後、2度(9湖可簸下が生じ、 H3が、次（た、 E4がそれぞ

れ段丘化していつたを 0 と 考えられる。各湖面低下笠け 、 や！オり、 H3 -— 即 、 H4 -LI

の比高から推して、 前者は、 10m程庭、後者は、25-30m程度．つも ；つでは方かつだかと思

われる()

2)低位段丘群 (L)

低位段丘群の分布幻、第2:/Jのよう佗、 古川付近より下流 井^ノロ付近まで、汽ぼ述続し

てみとめられる。

低位段丘群 (L)は、E4より下位vc発遠する 2つの段丘 LI、 L2を指すものであるが、長

尾～上荒川蘭（ておいては、 J.J2と現安悛川河床とつ闊tて、河床より比高2-25mををつて、

さら匠もう 1段、段丘が控認される。上荒川より上流部では、これは顕著ではでいし、長尾

より下流部では、現河床冗移行するようで、これは現在、現河床の一部か段丘化 しつつある

屯の として、一応河床に含めるこ とと する。

i) L1侭ついて

I.J｝は、第2図をみてuつかるよう竹．、上流古川付近 （古川よりさ らに上流へ{追跡可 ）か
ら、下流井ノロ付近充で速萩的｛，(.分布す る。ま力 、北川流坂さら9C北川つ支焼。麻生川の谷

rCも、これ1(C.対比される段丘が発達 している()

5木渓谷より上流部9「Cおける LI-―この地坂匠おける L]は、両岸いずれVC.を発逹し、面

の保存せよく、段丘として一番目につく{,つである()

左埠 3J.J］は、 占生閂つ岩菌を不整合妬おおう段丘堆秋物としての砂蝶門からなり 、右岸

のLIは、HI段丘堆精物の花土町を甚盤とし、その上w．不整合陀のる砂石唸陪からなつている。

一般！て左岸の LI段丘砂硲貸計は 、右岸VLJ段丘砂篠門よ りを、相対的に腐紅）占める割合が
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大で、 棺成硲つ際径を大きい。また、 sorting も非常に悪いc一方、右岸の LJ段丘砂g‘；月

は、かなり sortingがす すんでおり 、厚さ 3m程度0尼内{re、砂即、小細踪厄、砂巧戸、粘

土質閉等の閤相分化が、かな り明確によみと れる謡頭も•ある（宮前付近）。

左岸の L1段丘堆籾物は、砂、穀で揺成されて1^ るつであるか、 くはの橋、上岩瀬、明護坂

下、下市北方、野尻、高岩侶西方笞で筏察 したかぎり（ておいて、すぺて椋何で．径5-15cm 

0円硲（亜円牒さみられる）が多 く、径15cm以上の襟訊相当 含ま れている。 砂妹恩の座さは

段丘差でみるかぎり冗おいては、2-4 m程度あるが、段丘而の傾向から察して、流路からは

なれ、河岸の山側匠近づく陀従つてかなり厚さを増す iのと予想される。すなわち、左岸のJ.J1

面は、段丘面と しては、かなりつ急傾斜をもつており 、これは、河岸壁VC亥i1まれた支流による

扇状地堆穂の為である と考えられるからでおる。

右岸つ L1VCついてや、左岸の J.J1面と汽／茫同様だる頷向は認められるが、左岸筏ど顕若では

ない。

右岸と左岸で、こ，＇！） よう陀変化がみられるのは、両考,rr:おける支流形成条件の違い、すなわ

ち、 両者の地形、地質の差異 （左岸でけ、古生府から なる比窮 100m近い急針而が、河岸壁と

在つており、右岸では、安昼川流路と古生閉の山地との間代、広い HI段丘而が存在する ）の

反映と思われる。

朽木渓谷 ～ 下荒川問 iておける L1 -—こ 0地妓の J.J 1 而0分布をみる と 、 上流から丁流侭向つ

て左岸一右岩一両岸というふう陀而を残 してムる。これら L1面が、ある一定傾向l,9位骰｛て(2

み保存されている というこ とは、この付近匠おける安稔川流路のm0and0rと深い関連をtつて

いる。すなわち、滑走斜而側にのみ段丘面が保存されている（つである C)＇

この地域の L1は、一般vc古生陀を基盤とし、それを不整合（ておおう段丘堆綬物としての砂

襟閉よ りなる。

上荒川対岸の面0最上流部付近では、 L]段丘砂ば閉ば、暦厚約 3mで．上尼部か砂笠、下．

陪部が即何で、径5-15cmo円殴が中心で、最大磁径30cm0 上磨部の砂費部匠は、小細製

が、帝状、レンズ状VC集中しているc

下荒川付近（rr..おけ る恥 段丘砂咲円の基孟は、一部、粘土尼が古生附の岩梱にとつてかわっ

ている。枯土図は、古琵盟湖門群匠属するもの と考えられる。口段丘堆摂物は、硲質で、相

岩谷1.]を中心花！｛旦ふ序苔斧侭頭苫な変化がみられる。すなわち、下荒川部落南方(?)バブ、道路

わきの店頭では、 府J原15-2 m、径5へ 15cmの円線が中心（最大瞬径25cm)。下荒川部落

東方、相岩谷右岸近くの露領では、陪厚5m+、径5-20cm O円磁が中心（最大硲径35cm)
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下荒川部落東万、相岩谷左岸の露頭では、閉厚4m、径 5-20cm（つ円そ業が中心（最大製径3

5cm)。と、このように変化する。

これら ・；つこ とから、当時、この下荒川付近匹おける砂咲の供給の中心は、安羹川本流とい

うよりはむ しろ、相岩谷｛ておつたさしつと考えらnる。

下荒川より下流部にあサ！する切 ―ーこ 、つ地城陀おいて、 L]は特徴的存分布形を示す。すなわ

ち、奥山付近を頂点とする三角形・一つ凶面の存在であり 、そして、 この面が、他陀類をみない

tをお大きなをのに発達 していることである。

この奥山0 L1の段丘切成物は、砂菜庁で、そしつ巴厚は、 10m以上、基盤は未確認ながら古

琵琶湖慇酔と思われる。ぢ成ばにつ大きさは、清水谷下流、天川谷下流付近では、径 15-25 

cmo <(:のが中心で、疑大咬径35cmc,詞査不充分のため、満足ゆ（検討けできだいが、而の

形状、桔成物費つ特徴から推 して、 一ノ灌川が形成 した扇状地と解 して問違いない よう応思

われる。

哭山ぐ::.>L1面け、対岸中野部落南方:')概高 130mの面iてつづ含、こ の面は、三壼生部落西方

で終る Cl しかし、 左岸井ノロの北0段丘雨が、これに対比され、井．ノロ北の而は、符庭野0

束伺ivc存する琵箆湖0湖岸段丘陀移行する。

中野～南古賀詞＂・,_'.)篠頭では、L]は古琵琶湖閂群を苦盤とし、それを不整合してお灼う四胚約

5'TI(~砂踪門（ア，‘!質 、 径 5 -20 cm~ 円度が中心、 没大応径 3Qcm) からなる 。 井ノロ部落西

方．D蕗頭では、同様侭古琵母芍It}群を基盤紀、直さ約 5mつ恥段丘砂応門 (r恕質、在 10~ 

20cm o円応が中心、最大因径30cm)がのつている。

中野より下流部における L1而は、一部を除き 、一様（て筏ぽ平担である。その一部というつ

／勺、太山寺付近から中野へでてくる谷．93谷口付近、及び、的谷の谷口付近で、やはり扇状地

的な形陸を示すが、 それ匠ど顆若ではない。

以上、L]妬ついて上流から下流へと地城を分けて述べてをたか、全体として、 その特色を

恭理するならば、LJ面は、一概侭平担とはいえず、かなりの起伏を有 しており 、領斜を他の

段丘而vc比ぺ包．で、一株なる傾斜、つ方向をもたず、岩相0地牧的変化と共lrc.、各地攻、地城

の支流つ作用を即著陀反映しているということがいえる。

11) L 2について

恥は、 Lliてついて上流から下流へ連続的C分布し、 L]とは、比高 10-5 rr. O段丘差に

よつて区別され、現河床より一般に比高5~ 10 lilをtつて発迄している。

L2kl、一般侭下荒）Iiより 上流部では、古生門を基盤とし、それを不整合妬おお う段丘堆
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秩物としての砂綜円から なり、下荒川より下流部では、基盤か古生門から古琵琶瑚屈群尻か

わつてい る。

第2表 各地点の L2段丘砂因尼

＼ 陪厚(m) 中心杓成恥径(Cm)最大ば径（〗—+| |亙恥門工哄」基 盤

坊 25 i 1 I 1 0 ~ 1 5 25 古生門

市場北方北川左岸 2 - 10 . ー 古生門

上 荒 JII l ゴ.9，ー：J I 3 I 10 ~ 20 40 I ！ マ店9 ‘’ 質 古 生 序 I

上 → }し JII 東 3 I 10 - 15 
5 0 

I1土下厄「唸攣部控厨只 古湖生屈町群一部琵琶

下 キJIT,~二 JII 2 5 - 20 25 i戸 ＇rt I ！ 

奥山溶水谷出口 5以上 10 ~ 30 I 
50 I i-唸 打I1古琵琶湖屈群

広 瀬 橋 2 I ~ 1 5 I 20 l訂 秤 II 古琵琶湖房群

下 古 賀 南 1.5 5 ~ 10 I 
15 I只 吋• l ：! 古琵琶湖尼群

虹 谷 西 3 I 5 - 10 ！ 
20 I 屁•: ダtI¥古琵琶即疇

＇ 

L2段丘堆朽物O/c1J厚、中心打成襟径、最大［隠径、岩相、苗盈妬ついて、各地点別,,c整理

すると、第2表〇よう妬なる。

L2面の形状は、 LIのそれ（て類似したf啜向をさつCl すなわち、支流のつく りだした扇状地

性つ面の集合として保存されている iのが多い。 この点花ついては、第2表の応厚、中心碍

戌口径0変化からも 理解する ことがで苔る。古川→ケ栢廿塙It}］の両岸、一ノ ・瀬川、惰水谷、天

川谷、茶J星谷、太山寺付近より中野へでて くる谷等の谷口付近は 、そ:つ傾向が特侭顕著であ

ろ゜
111)（氏位段丘群 (L)il)形成過程

琵魯胡、つ湖丙低下死伴う安釦iiつ回春陀よ つて、H4は段丘化した。この湖面低下絨は、

前回及び対々回(・,3E3、 E2を段丘化させだそれよりも、はるかiて大きなを しつで、ちつた と思わ

九る。支た、H3が段丘化 し、そしてLiが段丘化するまで匠は、比較的長い時間の経過があ

つたも しつと考えられ る、， これは、四面とLI而としつ比高、及び支流形成が飛磁的に活発化し

てい ること から察 しられる。

・って、E4の段丘化後、安岱川しつ河川勾記が、一段落する ころ匠は、流城紅支流がい くつ
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も形成されて お~ り、また形成されつつあり 、 当時の安位川 Lつ遠虚する土砂は 、 これら多攻（つ

支流より 供給される ものが多大であつたと予想される。すなわち、河川勾配が一応の安定状

態陀逹すると 、 各支流から供給される土砂は 、 安~it川谷底平野内侭一部堆稜されるようにな

り、谷底平野内代、各支流の谷口付近を頂点とする小規模な扇状地が形成される｛た至つた も

のと思われる。

とこ ろが、下流よ り再び侵蝕の復活が起り 、これら小扇状地は、河床の一部と共妬段丘化

し、L]か形成される侭いたつた。こ訊楚蝕つ復活も 、琵琶湖の湖面低下花起因する をの と思

われる。 しか し、 証的(rr.ついて、それ程大きなもつ とは思われず、安縁川の河川勾［記は、短

時間の経過を屯つて、 再び安定をとりらど したと考えられる。

この回春匠よつて、各支流は、さら（て活発な下亥111乍用を営むよう侭なり、土砂の供給を埒

大し、 L1面0形成と同様なる過程で、 新 しい谷底平野内侭多数0小扇状地を形成するよう妬

たつた。

そ0稜、再々度、琵琶湖の小規模な湖而低下が生じ、それ陀伴う回春tてよつて、これら小

扇状地而及び河床て）一部け段丘化 し、 L20彩成をみた克の と考えら ;1る。

L2形成以稜、現在に至るさで tつ1:il代、 L1、L2面形成と同様なる過程の条 と花、現安盈

川谷底平野内（＇l-、支流から供給される砂応妬よつて、扇状地か形成されている。特ir(長尼、

下古賀部落'・、Dのつている雨は、これ陀相当し、頭苦なもの といえる。

しか し、 これらは最近の琵堡湖の湖面低下iてよ つて、 段丘化しつつあるよう応思われる （ヽ

すなわち、下流部では、堤防侭よつて、安位川の河道が固定されてい るため匠よくわからぬ

が、長厖の扇状地の扇端’D一部は、安奨川陀よつて剤られ、比高2!ll弱の差iてな つている。

また 、下荒川～上荒川問で幻、 L2の下位に河床よ り1.5~ 2 mの比高ををつて、小規模な

段丘がみられ、長尾の環状地面侭対比されるも ：つ と思われるb

v安 袋川中。 下 流城（つ地形発達 とそ の問題点

以上、未だ不充分な点が多いか、一応得だ査料をや と匠、次のような地形発逹史を考えて

みた。

① 古琵琶油心縮小に伴つて、同湖冗堆秩 した地屈（古琵琶湖陪群）は陸化 し、 湖岸段丘のい

成物として存するよう忙なつたe 安公川は、花折断陪線に沿い、朽木市楊付近で、北）：Iをあ

わせ、現流路と tまぼ同様なるコー スを とつて、 この湖岸段丘を横断し、 琵琶湖に注いでいた

R安位Illの中流部。朽木渓谷～下荒川地帯で、 隆起述勁が起り、その上流 ・朽木市場付近で
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は、堆萩作用が優勢と存り、それより下流部では、水猜の滅少により 一般的陀下刻能力が涙

退する よう侭だ つた。 ただ、下流地域で{‘ 隆起地帯の下流部及びその適下流の隆起地帯9て

接 した名8分で位、河川勾泥が増大する こと ！rC,tつて、これさで以上vc下刻作用が強く働 くよ

ぅ妬なつたこ とであろう。 （朽木渓谷より上流部（て茶ける Hl段丘堆和物の堆釈開始）

③ この朽木渓谷～下荒川地帯の隆起羅が、安秘川の侵蝕醤を上まわつている時期佗おいては

Rの状態が続き、朽木市坦付近を中心 とす る滞水地帯は拡大 していつた。 ところか、隆起曼

に対 し、 相対的如侵低最がまさ るよう tてなると、この隆起部は、漸次、切断の過程匠入 り、

それ匠伴つて上流の滞水は、排水される陀至つた。そのため陀、上流部で摩＜堆秩した地屈

(EI段丘堆茫物）は睦化、さら匠段丘化 した。また 、下流部でえ 、次第侭流墨が均大するこ

と代よつて、 下刻作用が再び強く 鋤きだし、河床の一占屯匠谷が亥11令れ、河床(7)一部は段丘化

していつた。 (HIの段丘化）

① その後5回の＇祈続的 な琵他湖の湖面低下が生じ、そ れ('(.伴 う侵蝕の復活妬よつて E2、五3、

印 、LI、L2が段丘化した ，， 3回目，：釘胡面低下は、他の各回の湖而低下より翌的応、へつて、

大なを 、9つであつた。花 た、3回目の湖面低下と4回目の湖而俵下との間妬は、かな り長時間

の経過があつた。 そのため冗、安蛤川流城尻は、多数の支流が形成さ れ、この支流↓：つせたら ・

す土秒が、 安焚川谷庚平野内に堆科し、小殿状地の形成をみた。そして、‘4回目の湖面低下

妬起因す る安釦 I! ，•つ回春が生じたが、低下匿はあそ り 大きくな く、まもなく 安俊 Il l の河川勾

記は、安定状禁を とりをどしだ。 しかし、この湖而低下妬 よる回春は 、各支油の発え立を一陀

促進させ、本流へ Iつ土砂：つ供給を均加させだ。 こったも、再び、谷底平野内に数多 く7J新 し

い小扇状地が形成さ れ、支流の中代は、かをり巾広い谷を有する生．しつも形成されるにいたり

次の 5回目の湖面低下陀よる回春尻よつて、小扇状地及び本流の河床の一部ととも に、支流

の河床の一部 を段丘化した。 (E2、H3、E・1しつ段丘化、支流形成の活発化、L1、 L20段

丘化 ）

⑤ 5回目の湖面低下冗よる回春以後、今日 に至る 主で尻、安岱川の河川勾記は、 一度安定状

怨『達 し、 LI、L2面の形成と砥ぼ同様なる過程で、その間、谷底平野内侭小扇状地許を形

成 した。 しか し、以後，再び下刻作用が若しくなつたようで、上荒川～長尾間沢おいて、 河

床の一部が、比高 1.5~ 2 mをもつて段丘化 していろ つが認められる，

以上のよう な安鈴川中。下流城の地・}診兌辿史を考えてみたつであるが、未た、降起遠勁〇

原因、及び実態、また、これと何らかの問造をも つと 思われる泰山寺野の古琵琶湖面及ひ.l'il 

面の変形 （第4回） とい う大きな問題が残されている。また、奥山付近0あの大き なLJ面
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の形成について、 特杷論じ ること も安投！II流填の地形発達を倹討する上（て璽要なこ とである

と考えられる。 しかし、残念だがら、今回．つ言周査'..)み妬 よつては、何 ら究料 を得 ることがで

きなかつ夜。今後，：つ研究妬期待する 1l:・::.1である。

あ とがき

この小論文は、策弄つ学部卒業論文I・つ要約である。紙呵．7_)都合匠より 一部削除また文章表

祝上不明茫な部分を一部専き改めた。

愚後に この研究を行う代あたり 、卒業指導教官。古川虎雄教授、及び法政大学地理学教 官

の方々匠指導して頂いたぃ多田文男教役死ば慢霊なる資料を提供して頂いた。末筆ながらこ

こに深謝する次第でちる。
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